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注⼒しているアクションプランの詳細 〜AIによる運転ガイダンス
(N)デジタルツインによるシミュレーションと状態可視化
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項目 内容

進捗状況、展望
・AIが、オンラインシミュレータで強化学習し、最適な運転条件を探索、提⽰するシステムをNEC、産総研、オメガ
シミュレーションの4者で共同開発。
・2018年度より訓練プラントにて検討開始、2020年度にロードアップ操作40%の時間短縮を実現した。
・2022年より実プラントへの適用の検討開始、2023年度中の完成を目指す。

導入時期 2024年度導入目標
課題 費用対効果（導入コストに⾒合うメリットの確保）
効果 最適な非定常操作が誰でも可能となる運転ガイダンスにより、高効率運転、運転の安定化を図る。
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スマート保安促進の課題や今後注⼒していきたいアクションプラン
スマート保安促進にあたり、全体的な課題としては以下の通り。

課題 内容 区分

言語系AI開発コスト システム開発に時間とコストを要する
ｰ 「汎用化」(プラットフォーム化)された言語系AI検索システムがあると、普及が促進される 技術

汎用性の高い
異常検知システム

広範囲かつ高い精度で設備異常を検知、予測できる技術が少ない
ｰ 「汎用化」(プラットフォーム化)されたデータ解析システムがあると、普及が促進される

技術
データ

画像系AIの処理速度 オンライン化を進めるためには、より高速で高い精度の画像系AIの開発が必要 技術

防爆型IoTの改良
防爆型IoTのハンドリング性向上(軽量化)、コストダウン、防爆認定規格の⾒直し
ｰ 危険区域の⾒直し・緩和もゾーン2に限られており、ゾーン1が存在するプラントが多数で
あるため、非防爆機器の活用範囲拡大には限りがある

技術
法令
ルール

今後、特に注⼒していきたいアクションプランは、以下の内容を考えている

• (W)プロセスデータによるプラント運転の異常検知
︓ 安全・安定な⼯場実現のため、「トラブル削減」に資する異常検知技術の向上に注⼒したい。

・各種センサ、データ解析システムによる早期異常検知
・インテリジェントP&ID、タブレット端末導入によるデータの電子化、統合化
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